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地
面
ほ
っ
こ
り
新
芽
が
覗
く
春
の
さ
き
が
け
福
寿
草　
　
　
　
　

酒
川
千
鶴
子

昭
和
・
平
成
・
令
和
に
変
り
気
持
新
た
に
老
い
を
生
く　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

雪
が
解
け
れ
ば
大
地
の
匂
い
心
新
た
に
鍬
初
め　
　
　
　
　
　
　

篠
原
美
千
代

テ
ン
ポ
速
く
て
追
い
つ
け
な
い
が
八
十
路
焦
ら
ず
新
時
代　
　
　
　

田
島
草
実

交
わ
す
挨
拶
ロ
ボ
ッ
ト
笑
顔
進
む
Ａ
・
Ｉ
新
時
代　
　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

初
日
拝
め
ば
心
も
新
た
老
い
に
ゃ
負
け
じ
と
ネ
ジ
を
巻
く　
　
　
　

山
崎
笑
子

気
持
ち
新
た
に
真
白
き
富
士
に
世
界
平
和
を
祈
る
朝　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

溜
ま
る
新
聞
ご
近
所
さ
ん
は
ハ
ワ
イ
旅
行
か
お
正
月　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

令
和
迎
え
た
新
し
年
に
平
和
願
っ
て
生
き
る
老
い　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

箱
根
駅
伝
絆
の
た
す
き
繋
ぎ
新
た
な
走
り
初
め　
　
　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

迎
う
新
春
宝
の
友
と
俚
謡
に
励
ん
で
ぼ
け
防
止　
　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

新
が
字
結
び
折
り
句
が
は
つ
ゆ
日
和
吟
社
の
俚
謡
始
め　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

令
和
生
れ
が
新
風
入
れ
て
泣
い
て
笑
っ
て
福
の
神　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

軋
む
不
安
の
子
育
て
終
え
て
新
春
へ
安
堵
の
乳
母
車　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

澄
ん
だ
青
空
新
年
迎
え
夢
に
前
進
幸
あ
れ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
岸
錦
洋

八
十
路
間
近
で
新
た
な
心
地
先
ず
は
健
康
希
い
願
う　
　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

新
し
い
こ
と
挑
戦
す
る
の
辛
い
け
れ
ど
も
夢
が
あ
る　
　
　
　
　
　

佐
藤
十
枝

令
和
新
年
世
界
の
平
和
願
い
家
族
で
墓
参
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

興
味
津
津
運
動
効
果
出
れ
ば
活
力
日
々
新
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

カ
レ
ン
ダ
ー
幸
せ
だ
っ
た
と
か
け
か
え
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

ロ
ボ
ッ
ト
犬
春
着
の
吾
を
み
つ
め
た
る　
　
　
　
　
　
　
　

   　

石
毛
恵
美
子

残
り
柿
め
じ
ろ
群
れ
来
て
五
つ
六
つ　
　
　
　
　
　
　
　

            

市
川
紀
行

薮
の
中
白
き
雪
洞
花
八
つ
手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

新
た
な
る
令
和
ス
タ
ー
ト
年
明
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

初
日
見
に
今
年
の
一
歩
踏
み
出
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　

高
柳
幸
子

地
滑
り
の
跡
を
抱
き
て
山
眠
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　

田
島
早
苗

し
き
た
り
を
捨
て
て
楽
す
る
三
ケ
日　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　

中
島
輝
子

年
の
暮
集
い
て
古
家
の
軋
む
ご
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

長
田
敏
笑

読
経
の
背
筋
に
初
日
ふ
か
ぶ
か
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

手
を
合
わ
せ
ひ
そ
か
に
開
く
御
く
ぢ
吉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

松
本
秀
子

赤
い
実
を
奴
に
取
ら
れ
て
年
迎
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

増
尾
尚
子

新
春
の
朝
日
に
潤
む
霞
浦
堤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

松
葉
蝶
駿

老
い
の
身
に
重
さ
も
う
れ
し
福
袋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

宮
﨑
き
み
枝

地
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こ

う　

た

・美浦村や霞ケ浦の魅力を「体感できる」「楽しんでいただける」「懐かしん
　でいただける」商品

・地域産業の振興に繋がる要素をもつ商品

・美浦村で生産・製造・加工されているもの、村内の原料を使用している
　もののいずれかに該当する商品

・村のＰＲにつながる商品やサービスを提供できる商品

・品質および数量の面で安定供給が見込める商品（ただし期間限定・数量
　限定で供給可能なものは可）

◎ 募集する返礼品◎ 募集する返礼品 ・・・次のいずれかの要件を満たす商品・・・次のいずれかの要件を満たす商品

平成２９年度 ４１５件

年　度

▼これまでの寄附状況（令和元年１２月末現在）

件　数

１，１１３万２千円

平成３０年度 ２，３７６万６千円

平成２７年度

平成２８年度

１，１２８件

１，５３４件

令和元年度 ２，６５８万５千円１，３３２件

６２５件

２，３８０万３千円

１，７５５万８千円

金　額

　平成２０年度からスタートしたふるさと納税制度。美
浦村が寄附者にお贈りする返礼品は、全国の皆さまか
ら大変ご好評をいただいております。
　この返礼品について、ご協力いただける事業者を随
時募集しています。返礼品を通して美浦村をＰＲする
とともに、あなたの自慢の商品を全国にアピールする
絶好の機会です。ぜひ、ご検討をお願いいたします。

※詳細については、企画財政課窓口配置もしくは村ホームページ掲載の募集要項をご覧ください。※詳細については、企画財政課窓口配置もしくは村ホームページ掲載の募集要項をご覧ください。
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美浦村ふるさと応援寄附金の「返礼品」で自慢の商品を全国にアピール！美浦村ふるさと応援寄附金の「返礼品」で自慢の商品を全国にアピール！

新規協力事業者募集新規協力事業者募集

■問合せ　役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０（内）２０８■問合せ 役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０（内）２０８

寄附


